
よ

き

師

よ

き

友

有

朋

自

遠

方

来

不

亦

楽

乎

～

友

遠

方

よ

り

来

る

ま

た

楽

し

か

ら

ず

や

～

（

富

士

見

ゲ

ー

ト

学

生

ホ

ー

ル

掲

示

）

□

三

年

ぶ

り

に

・

新

潟

支

部

総

会

開

く

■

法

政

大

学

新

潟

県

校

友

会

と

同

新

潟

支

部

は

令

和

四

年

六

月

十

一

日

、

本

部

か

ら

小

林

副

会

長

、

ま

た

鈴

木

後

援

会

県

支

部

長

ら

を

迎

え

イ

タ

リ

ア

軒

で

総

会

を

開

催

＝

写

真

＝

。

両

総

会

と

も

実

に

三

年

ぶ

り

。

コ

ロ

ナ

禍

で

活

動

実

績

が

少

な

い

？

こ

と

も

あ

り

総

会

そ

の

も

の

は

予

定

通

り

終

了

。

な

に

よ

り

県

下

の

校

友

が

久

々

に

顔

合

わ

せ

す

る

こ

と

こ

そ

が

焦

眉

の

急

だ

っ

た

。

懇

親

会

で

の

か

つ

て

な

い

盛

り

上

が

り

が

そ

れ

を

物

語

る

。

ま

た

空

白

の

三

年

間

を

埋

め

る

意

味

も

込

め

て

「

映

像

に

見

る

法

政

大

学

と

に

い

が

た

」

を

テ

ー

マ

に

山

田

修

・

新

潟

支

部

副

会

長

が

講

演

。

県

校

友

が

果

た

し

て

き

た

大

学

、

地

域

、

校

友

（

学

生

）

が

強

く

連

携

し

て

の

構

図

を

見

つ

め

直

す

機

会

と

な

っ

た

。

〇

▼

▽

□

ト

ピ

ッ

ク

●

▽

■

■

箱

根

駅

伝

チ

ー

ム

か

ら

礼

状

届

く

令

和

四

年

の

箱

根

駅

伝

は

総

合

十

位

で

シ

ー

ド

権

獲

得

と

健

闘

。

妙

高

で

合

宿

し

た

こ

と

が

成

果

に

つ

な

が

り

、

県

校

友

会

有

志

の

心

ば

か

り

の

差

し

入

れ

が

効

い

た

の

か

な

■

大

学

野

球

サ

マ

ー

リ

ー

グ

八

月

に

三

条

、

長

岡

な

ど

を

会

場

に

八

回

目

を

実

施

。

法

政

、

慶

応

、

早

稲

田

、

明

治

、

立

教

、

筑

波

、

國

學

院

、

拓

殖

、

新

潟

の

九

大

学

が

参

加

し

た

が

、

な

ん

と

法

政

は

コ

ロ

ナ

禍

で

欠

場

⁉

を

余

技

な

く

さ

れ

た

。

い

や

は

や

。

■

法

政

大

学

応

援

団

が

五

泉

合

宿

で

成

果

を

披

露

毎

年

五

泉

市

で

合

宿

。

九

月

六

日

五

泉

市

総

合

会

館

で

吹

奏

部

、

チ

ア

リ

ー

デ

ィ

ン

グ

、

リ

ー

ダ

ー

の

三

部

構

成

で

五

泉

市

民

ら

を

前

に

迫

力

満

点

の

成

果

を

披

露

し

た

。

ま

た

そ

れ

に

先

立

っ

て

同

三

日

に

は

五

泉

市

福

祉

会

館

で

、

合

宿

の

応

援

イ

ベ

ン

ト

「

東

京

六

大

学

熱

い

野

球

へ

の

思

い

」

ト

ー

ク

＆

ラ

イ

ブ

シ

ョ

ー

も

行

わ

れ

、

居

郷

肇

氏

（

法

政

野

球

部

Ｏ

Ｂ

、

西

武

ラ

イ

オ

ン

ズ

前

社

長

）

と

山

口

智

久

氏

（

明

治

野

球

部

Ｏ

Ｂ

、

東

京

六

大

学

野

球

審

判

員

）

が

対

談

。

モ

デ

レ

ー

タ

ー

は

社

会

人

野

球

（

プ

リ

ン

ス

ホ

テ

ル

）

応

援

団

経

験

の

田

邊

正

幸

・

五

泉

市

長

が

務

め

た

。

■

更

に

コ

ロ

ナ

禍

が

災

い

「

二

〇

二

二

年

の

支

部

活

動

状

況

」

□

〈

一

月

一

六

日

〉

県

・

支

部

合

同

新

年

会

中

止

〈

四

月

二

一

日

〉

支

部

春

季

ゴ

ル

フ

（

優

勝

小

林

一

久

）

参

加

一

八

人

同

二

二

日

支

部

幹

事

会

〈

六

月

一

一

日

〉

県

及

び

支

部

総

会

参

加

約

五

十

人

（

一

段

目

参

照

）

同

二

七

日

県

校

友

会

ゴ

ル

フ

（

優

勝

須

貝

眞

司

）

一

八

人

参

加

〈

十

月

二

九

日

〉

支

部

秋

季

ゴ

ル

フ

〈

一

一

月

二

五

日

〉

支

部

幹

事

会

〈

令

和

五

年

一

月

一

四

日

〉

県

・

支

部

合

同

新

年

会

（

予

定

）

令和４年12月吉日 法政大学新潟県校友会新潟支部会報 「よき師 よき友」第６号

法政大学新潟県校友会新潟支部 連絡先☎070/2647/1756へ

私

の

学

生

時

代

の

思

い

出

は

、

体

育

会

野

球

部

で

一

生

涯

の

仲

間

と

四

年

間

全

力

で

取

り

組

め

た

こ

と

で

す

。

選

手

と

し

て

は

チ

ー

ム

の

力

に

は

な

れ

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

四

年

生

の

時

に

は

寮

長

と

し

て

裏

側

か

ら

メ

ン

バ

ー

の

サ

ポ

ー

ト

に

あ

た

り

、

最

終

学

年

の

秋

の

リ

ー

グ

戦

で

四

三

回

目

の

リ

ー

グ

優

勝

を

チ

ー

ム

全

員

で

つ

か

む

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

社

会

人

に

な

っ

て

か

ら

も

全

国

で

頑

張

っ

て

い

る

仲

間

が

い

る

こ

と

は

、

今

で

も

刺

激

に

な

り

、

共

に

こ

れ

か

ら

も

切

磋

琢

磨

し

て

い

け

る

仲

間

で

す

。

そ

ん

な

出

会

い

と

挑

戦

の

機

会

を

い

た

だ

い

た

四

年

間

は

私

に

と

っ

て

か

け

が

え

の

な

い

「

宝

物

」

で

す

。

（

保

坂

太

成

平

成

二

五

年

文

学

部

卒

）

大

学

時

代

の

思

い

出

お

や

！

菅

前

総

理

が

来

岡

去

る

令

和

四

年

六

月

一

九

日

、

参

院

選

応

援

の

た

め

菅

義

偉

前

総

理

（

昭

和

四

八

年

法

学

部

政

治

学

科

卒

）

が

来

岡

し

、

演

説

会

終

了

後

に

県

校

友

会

有

志

と

「

米

八

寿

司

」

（

法

政

Ｏ

Ｂ

経

営

）

で

懇

談

し

た

。

菅

さ

ん

は

「

私

も

全

国

遊

説

し

て

い

る

が

、

こ

ん

な

に

歓

迎

し

て

も

ら

っ

た

の

は

新

潟

が

初

め

て

で

す

」

と

感

激

。

参

加

校

友

と

写

真

に

納

ま

っ

た

。

長

岡

支

部

の

校

友

（

母

校

の

元

応

援

団

長

）

の

エ

ー

ル

で

歓

迎

会

を

中

締

め

！

。


